
編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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２４日（日）＝文化面

作家 村上春樹さん 単独インタビュー

24
日

＝
１
、
３
面

(日）

戦
争
体
験
継
承
へ
奮
闘
の
原
動
力
は

ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
「
最

後
の
大
君
」
（
村
上
春
樹
訳
、
中
央
公
論

新
社
） 作家の村上春樹さん

（73）が毎日新聞の単
独インタビューに応じ
ました。
新訳本やウクライナ

での戦争、映画「ドラ
イブ・マイ・カー」、
小説を書く意味まで、

いま一番聞きたい話題
について、幅広く語っ
ています。
新訳本は村上さんが

長年愛読し、翻訳して
きた米作家フィッツ
ジェラルドの小説「最
後の大君」。ロシアに

よるウクライナ侵攻に
対しては、自らＤＪを
務めるラジオ番組で
「音楽に託した」真意
を述べています。

今
年
は
１
９
７
２
年
５

月
の
沖
縄
の
本
土
復
帰
か

ら
50
年
の
節
目
の
年
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
で
も
、
本

土
復
帰
前
の
沖
縄
で
生
ま

れ
育
っ
た
ヒ
ロ
イ
ン
を
主

人
公
に
し
て
い
ま
す
が
、

毎
日
新
聞
社
も
28
日
午
後

１
時
か
ら
、
琉
球
新
報
社

な
ど
と
と
も
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
沖
縄
復
帰
50
年
を

問
い
直
す
」
を
開
催
し
ま

す
。
世
界
に
再
び
暗
雲
が

立
ち
込
め
て
い
る
現
在
、

一
緒
に
日
本
の

未
来
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
毎
日
Ｉ

Ｄ
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

で
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

（
小
野
田
香
織
）

古くなったり使わ
なくなったりした物
を整理して廃棄する
「断捨離」は、新型
コロナウイルス禍で
在宅勤務の機会が増
える中で改めて見直
されています。
断捨離を20年前か

ら提唱し続け、浸透
させてきたやました
ひでこさん＝写真右
＝と、１月に「捨て
ない生き方」という
本を出版した作家の
五木寛之さんに、考
えを語ってもらいま
す。

歌手 尾崎豊さん 没後30年

２７日（水）＝オピニオン面

戦
争
で
大
き
な
犠
牲
を
被
る
の
は
、

い
つ
の
時
代
で
も
市
民
た
ち
で
す
。

太
平
洋
戦
争
の
東
京
大
空
襲
で
は
約

10
万
人
も
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

空
襲
に
遭
っ
た
人
々
は
今
、
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
起
き
て
い
る
出
来
事
は

人
ご
と
で
は
な
い
」
と
口
を
そ
ろ
え

ま
す
。

平
和
が
揺
ら
ぐ
中
、
戦
争
被
害
者

の
「
語
り
」
を
記
録
し
た
動
画
を
作

り
続
け
、
空
襲
被
害
者
を
救
済
す
る

法
案
の
成
立
に
向
け
て
活
動
し
て
い

る
男
性
が
い
ま
す
。
福
島
宏
希
さ
ん

（
40
）
＝
写
真
。
戦
争
を
語
り
継
ご

う
と
奮
闘
す
る
福
島
さ
ん
の
原
動
力

に
迫
り
ま
す
。

２５日（月）＝夕刊特集ワイド面

「断捨離」を考える

反逆する若者の心を歌い、
「伝説のロック歌手」とい
われた尾崎豊さん＝写真＝
が26歳でこの世を去って、
25日で30年。自分を押しつ
ぶすような社会からの解放
を歌い、生きる意味を求め
続けた姿は、今も多くの

人々をひきつけています。
尾崎さんの長男でシン
ガー・ソングライターの裕
哉さん（32）は「小さい時
から尾崎豊のファンですね。
愛情がこもっていてメッ
セージ性のある音楽が好き
です」と語ってくれました。


